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2 　『圓覺經說誼』（『韓佛全』巻 7 ・127上）





5 　『圓覺經說誼』（『韓佛全』巻 7 ・134上）
6 　『圓覺經說誼』「離幻之中、頓漸有異。漸則、如火因木出、木因火滅、木火
俱盡、成畢竟空。此鈍根之人、雖能離幻、未能更不生情、轉轉情生故、須
轉轉離幻、方歸圓覺之比也。苟能離幻、更不生情、則不勞心力、覺自現前
…此則如斬一握絲、一斬一切斷、所以謂之頓也。此當利根者也。」（『韓佛全』
巻 7 ・134中）
7 　「爲奉寧君仙駕下語」『語錄』「若也一念回機、不歷階梯、徑登佛地。」（『韓
佛全』巻 7 ・229上）
8 　『圓覺經說誼』「因地法行、卽所謂信解也。先須信解、然後、方能起修、趣
證也。」（『韓佛全』巻 7 ・127中）
9 　『金剛經五家解說誼』「理旣頓悟、事難頓除。若不起修、終難趣證。」（『韓佛全』
巻 7 ・117上）
10　『永嘉集說誼』「いわゆる信解を悟りという（所謂信解名之爲悟）」（『韓佛全』
巻 7 ・172上）
11　韓國佛敎思想史の觀點から見ると、頓悟漸修の修行體系を建てたのは知訥
に始まる。知訥は宗密の頓悟漸修論と李通玄の華嚴學とを基礎として獨自
な頓悟漸修の修行體系を立てた。
12　『永嘉集說誼』「信解爲門、證果爲室、中間行位爲堂。」（『韓佛全』巻 7 ・
172上）
13　『圓覺經說誼』「本有之覺、與佛無殊。但以妄想、而不證得。旣知如是、亦
當作念、我所以異於佛者、但以妄想之垢也。必須背習治染、革故從新、以
復淸淨之源也。如是作念、名發淸淨心也。」（『韓佛全』巻 7 ・127下）
14　『圓覺經說誼』「暗覆眞性、增長無明者、五盖也。五盖、皆是妄染之本、觀
行之障也。疑是五盖之一、而於觀行、爲障最深也。又信爲起行之本。有疑、
則信不得生、無由起行。」（『韓佛全』巻 7 ・143中）
15　『金剛經五家解說誼』「凡有消長盈虛者、莫不各有無窮無盡之意存焉。此父
不得、而傳師不得而授、各自當人、自肯自悟、始得。」（『韓佛全』巻 7 ・30中）
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16　「安鍾垂語」『語錄』「切忌道、法身是常、無生無滅、色身無常、有生有滅、
而於法身色身作兩般見。…　不見道吾今色身、卽是常身法身。若是常身法身、
天不能盖、地不能載、劫火不能壞、大虛不能容、我今觀此、頑石穴不滿尺餘、
鐘不過一仞、還收得廣大難容底法身麽。若收此中、不得向甚、麽處安着、
還有道得者麽。」（『韓佛全』巻 7 ・233上）
17　『金剛經五家解說誼』「雖然、頓悟正遍知覺元自具足、不因修證、而得愛欲
恚痴、無始習氣、纏綿意地、暫伏還起。若不知對治之方、不知鍊磨之功焉、
則無上果海、終難證入。故有依悟起修門也。」（『韓佛全』巻 7 ・121中）
18　『圓覺經說誼』「初心所照之覺、非不具體用也。但體出情量、用隱凡心、初
心識昧、照不及體、用不得盡。唯佛、徹證其體、展盡其用。故初心之人、
所照之覺、唯是在纏覺性淸淨之相而已。」（『韓佛全』巻 7 ・129上）
19　『永嘉集說誼』「唯有正見高蹈之人、能不爲邪習所染、而與正道相契也。若
見不超群行不逾俗者、則雖幽居抱拙、盡一生而修習、觸途成滯、隨塵取著、
未免爲邪習所染、終難契於正道也。由是先應博問先知、決擇是非、得正知見、
然後、始可高捿遐擧、寂慮絶群、亦可順凡同聖、和光混俗者矣。」（『韓佛全』
巻 7 ・210中）
20　『金剛經五家解說誼』「又三身之佛、人性中固有。但以無明所覆、不能顯現。
今以智慧觜啄、破無明殼、三身之佛、當處現前。」（『韓佛全』巻 7 ・46中）
21　『圓覺經說誼』「夫膏明相賴、目足更資、明不得膏、其明必窮、足不得目、
其進必局。明因膏而益明、其明不窮、足因目而益進、其進不局。行之於解、
猶膏之於明也。解之於行猶目之於足也。解不得行其解必虛行、不得解其行
必局。由是若欲修行、須先悟解、若已悟解、須復起行。」（『韓佛全』巻 7 ・
131上-中）
22　『圓覺經說誼』（『韓佛全』巻 7 ・157上）
23　この點でも己和は知訥と一致する。知訥は「三學の門に歸らない法は一つ
もなく、三學に依らず成道した佛は誰もいない（無有一法不歸三學之門、
無有一佛不藉三學而成道也。）」（知訥『勸修定慧結社文』『韓佛全』巻 4 ・
707上）と述べることにより、すべての修行が三學に歸ることを述べている。
24　『圓覺經說誼』「大凡修行、不出三學。因戒生定、因定生慧。此爲學之序也。
定非戒而不成、慧非定而不發。」（『韓佛全』巻 7 ・135中）
25　『圓覺經說誼』「無定而入觀、非眞慧也。無戒而入定、非眞定也。若欲<下>
正念、觀察先須入定。若欲入定、先持禁戒。」（『韓佛全』巻 7 ・135中）
26　中國禪宗の南宗の禪師である南泉普願が猫を殺したのは、禪修行者たちの
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戒律に對する態度を克明に示す。不殺生は佛敎で最重要視される戒律であ
るが、南泉は猫を殺すことにより、これを破壞している。
27　『顯正論』（『韓佛全』巻 7 ・217上）
28　『語錄』「大凡亡人在生之日、乘急戒緩者、雖未免沈淪苦趣、亦有超脫之期。
戒急乘緩者、暫得超升、未得究竟之果。乘戒俱急者、一超直入如來地、得
與佛祖、把手共行。乘戒俱緩者、長沈苦海、永無出期。」（『韓佛全』巻 7 ・
231中-下）
29　『誡初心學人文』（『韓佛全』 4 :738上）
30　『圓覺經說誼』「夫覺、徧十方出生佛法、所有佛法、當體平等。所以修有多門、
其實無二也。實雖無二、方乃無量。方雖無量、攝在於三。」（『韓佛全』巻 7 ・
151下-152上）
31　『圓覺經說誼』「旣悟圓覺、本自淸淨、無諸散動、亦當攝散取靜而以爲行。
不然、則全心、是妄故、不能照了妄識煩動也。以攝散歸靜、眞心獨露故、
妄識煩動、分明覺知、則識心不動、靜慧發生、身心客塵、從此永滅、寂靜
輕安遂乃現前也。以塵盡光生、動息靜現故、得佛心於中顯現。」（『韓佛全』
巻 7 ・152上）
32　『圓覺經說誼』（『韓佛全』巻 7 ・152上）
33　『圓覺經說誼』「旣悟圓覺、眞淨妙明、本非顚倒、卽起幻智、以除迷倒、變
化幻方、開示迷徒。旣以幻智自除迷倒、又以幻方、開覺群迷、則大悲輕安、
遂乃現前。如是起行、漸次增進也。」（『韓佛全』巻 7 ・152中）
34このような觀點から己和は『圓覺經』でいう修行の過程を「頓悟と漸修、證
悟そして衆生敎化（悟修證化）」の段階と語ってもいる。
35『圓覺經說誼』「了悟覺性本不是假故、不滯幻化、而得成靜、觀了悟覺性本不
是空故、不滯靜觀、而得成幻觀也。又了悟覺性雖空、而卽假故、不滯靜觀、
而還同於幻化也…了悟覺性雖假而卽空故不滯幻觀而還同於靜相也…不滯靜
觀、而還同幻化故、不礙煩惱、不滯幻觀、而還同靜相故、不礙涅槃。煩惱
涅槃、不相り留礙、寂滅輕安、遂乃現前也。」（『韓佛全』巻 7 ・153中-下）
36『圓覺經說誼』「此三觀、前前不攝後後、後後必攝前前。」（『韓佛全』巻 7 ・
154上）
37　『金剛經五家解說誼』「内而根身、外而器界、依正淨穢。上至諸佛、下至螻蟻、
凡聖因果等法、皆從緣有、盡屬有爲、因心所現、皆無自體。如夢因想有、
無自體、幻因物有、無自體、泡因水有、無自體、影因形有、無自體。所以
諸法、無不是空。」（『韓佛全』巻 7 ・103中）
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38　『永嘉集說誼』（『韓佛全』巻 7 ・195中）
39　『金剛經五家解說誼』「雖無自體、依正淨穢、相相宛然、凡聖因果、不可云無。
如彼草露、雖非常住、暫焉得住。所以諸法、無不是假。」（『韓佛全』巻 7 ・
103中）
40　『永嘉集說誼』（『韓佛全』巻 7 ・195中）
41　『金剛經五家解說誼』「旣如夢卽空、如露卽假。亦如電光、無中忽有、有中
忽無。刹那卽生刹那卽滅。有卽非有、無卽非無。旣非有無、所以諸法、無
非中道。」（『韓佛全』巻 7 ・103中）
42　『金剛經五家解說誼』「三相不離一境、一境圓含三相。欲<下>言三相、宛是
一境、欲言一境、宛是三相。三一一三、圓融互照。此是如如、大摠相法門也。」
（『韓佛全』巻 7 ・103中）
43　『永嘉集說誼』「心也者、虛而靈、寂而妙。虛故上冥於理、靈故下應機緣。
此所謂理量二智。如理智、以照眞、如量智、以照俗。理量同體、此所謂第
一義智。亦名一切種智。此則照中道之智也。一心上具此三義。故云三智一心。」
（『韓佛全』巻 7 ・195中）
44　『金剛經五家解說誼』「取於有得麽、取於空得麽、取於中得麽、取三相得麽、
取一相得麽、應觀卽三之一契乎三觀一心之門、觀卽一之三、契乎一心三觀
之門、頓超三一之外、安住如如妙境。」（『韓佛全』巻 7 ・103下）
45　『圓覺經說誼』「思惟是輪廻心也、測度是輪廻見也。圓覺境界、是無心無見、
大寂滅海也。以如是心見、入如是境界、豈可得乎。由是、欲證圓覺、先學
無心、無心合道、有心難契。」（『韓佛全』巻 7 ・143上）
46　『圓覺經說誼』「道本無念、念卽乖眞、…　念猶乖眞、語何能契。欲證圓覺、
先當了心、心本無心、無心合道。」（『韓佛全』巻 7 ・143下）
47　『圓覺經說誼』「只一想字、摠持三界萬法。若無妄想、萬法俱沈。」（『韓佛全』
巻 7 ・160下）
48　『圓覺經說誼』「所有身心、不論染淨、皆於圓覺而爲幻垢。」（『韓佛全』巻 7 ・
136上-中）
49　『圓覺經說誼』「得契眞源、豈全無知。若謂無知、還同斷滅之見也。妙明本
有之眞性、不同今日對治之覺故也。對治覺盡、則本明常存。是則名爲隨順
覺性。」（『韓佛全』巻 7 ・130上）
50　「根塵という相對的な意識を放下すれば、遺すことなく淸淨であり圓滿であ
り、空寂な體が豁然とここに現れる。」（放下根塵識、淸淨至無餘、圓滿空
寂體、豁爾於焉現。）『金剛經五家解說誼』（『韓佛全』巻 7 ・52中）
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51　『金剛經五家解說誼』「卽相卽眞、相外無眞。」（『韓佛全』巻 7 ・92中）
52　『永嘉集說誼』「何者無明、法性全是無明。法性外無別無明。…何者、法性
無明、全是法性。無明外別無法性。」（『韓佛全』巻 7 ・208下）
53　『金剛經五家解說誼』（『韓佛全』巻 7 ・103中）
54　『金剛經五家解說誼』「所謂平等、豈是夷岳實淵、截鶴續鳧、然後然哉。長
者任其長、短者任其短、高處任其高、低處任其低。」（『韓佛全』巻 7 ・88中）
55　『金剛經五家解說誼』「前言無實、則法法無、自性內而、根身外而、器界相相、
皆爲虛妄、無可指陳。此言無虛、則法法依位住、鶴長鳧短、松直棘曲、相
相元眞、無非實相。牛佛馬佛、男佛女佛、不相借借、各受法樂。」（『韓佛全』
巻 7 ・78上）
56　「正郞李恭全爲母河氏仙駕請六道普說」『語錄』（『韓佛全』巻 7 ・229中）
57　彌勒の宮殿は兜率天にある。
58　含元殿は唐の宮殿で長安にある。
59　『金剛經五家解說誼』「吾今色身、卽是常身法身。不得離却色身別求常身法身。
若也離却色身、別求常身法身、慈氏宮中、願生兜率、含元殿裏、更覓長安
…要見常身法身、直須向行住坐臥處、覰破始得離却日用別求常身法身、便
是鬼窟裏作活計。」（『韓佛全』巻 7 ・37中-下）
60　『圓覺經說誼』「迷心一革、更不復迷。迷旣滅矣、身心生死、亦滅更無。有
迷可相待也、亦無幻妄可相待也。」（『韓佛全』巻 7 ・142上）
